
─ 77 ─

１
．
は
じ
め
に

　

日
本
古
典
芸
能
で
あ
る
能
・
狂
言
・
人
形
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
は
、
戦
前
、

所
謂
「
外
地
」
に
お
い
て
公
演
が
行
わ
れ
て
い
た
。
拙
稿
で
は
、

一
九
三
〇
〜
一
九
四
〇
年
代
の
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃
の
公

演
に
つ
い
て
、
ま
た
、
一
九
一
三
年
の
市
村
羽
左
衛
門
の
植
民
地
台
湾
に

お
け
る
歌
舞
伎
公
演
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た（

（
（

。
主
に
大
正
・
昭
和
初
期

の
公
演
を
対
象
に
考
察
を
進
め
た
が
、
全
体
像
を
把
握
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
特
に
植
民
地
と
な
る
以
前
か
ら
朝
鮮
（
大
韓
帝
国（

（
（

）
に

滞
在
し
て
い
た
日
本
人
社
会
に
お
け
る
日
本
古
典
芸
能
の
享
受
に
関
し
て

は
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
新
聞
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
終
戦
ま
で
、
朝
鮮
に
滞
在
し

て
い
た
日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
素
人
義
太
夫
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か

確
認
し
て
み
た
い
。

２
．
一
九
〇
一
年
の
竹
本
叶
太
夫
の
朝
鮮
訪
問

　

一
八
七
六
年
の
朝
日
修
好
條
規
（
江
華
島
条
約
）
に
よ
り
釜
山
、
仁
川
、

元
山
な
ど
が
開
港
し
、
日
本
人
居
留
地
が
設
置
さ
れ
日
本
人
の
朝
鮮
移
住

が
続
い
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
義
太
夫
を
愛
好
す
る
人
々
が
多
数
い

た
。

　

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
九
月
刊
行
の
『
近
松
会
雑
誌
』
に
は
、

竹
本
叶
太
夫
が
一
九
〇
一
年
に
植
民
地
朝
鮮
へ
渡
っ
た
際
の
興
味
深
い
記

事
（「
朝
鮮
と
義
太
夫
」）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
当
時
の

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
義
太
夫
の
人
気
、
そ
し
て
在
朝
日
本
人
の
義
太
夫

同
好
会
的
な
活
動
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

竹
本
叶
太
夫
（
一
八
七
三-

一
九
四
三
）
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
の
活
動（
１
）

韓　
　
　

京　

子
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年
に
二
代
目
鶴
沢
叶
の
門
人
と
な
っ
て
叶
吉
と
名
乗
り
、
明
治
二
五

（
一
八
九
二
）
年
に
は
二
代
目
竹
本
越
路
太
夫
門
下
で
初
代
竹
本
叶
太
夫

と
名
を
改
め
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
退
座
し
た
太
夫
で
あ
る
。
そ

の
後
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
復
座
し
て
七
代
目
春
太
夫
を
襲
名

し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
記
事
の
な
か
で
叶
太
夫
は
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）

年
八
月
に
京
城
の
御
贔
屓
の
方
に
誘
わ
れ
、「
松
葉
屋
の
豊
之
助
」
と
二

人
で
朝
鮮
を
訪
れ
た
と
し
て
い
る（

（
（

。「
松
葉
屋
の
豊
之
助
」
は
、
三
味
線

方
の
五
代
目
豊
沢
広
助
（
一
八
三
一-

一
九
〇
四
）
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
叶
太
夫
は
、
自
分
よ
り
先
に
朝
鮮
に
渡
り
師
匠
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
人
物
に
、
豊
竹
八
重
太
夫
が
い
た
と
触
れ
て
い
る
。

義
太
夫
は
内
地
か
ら
澤
山
な
人
が
韓
国
へ
行
と
同
時
に
、
早
う
か
ら

流
行
致
し
て
居
ま
す
の
で
、
義
太
夫
の
師
匠
で
一
番
先
に
往
つ
た
人

は
、
豊
竹
八
重
太
夫
で
、
此
人
は
実
に
朝
鮮
の
大
掾
さ
ん
で
す
。（
但

し
古
参
を
云
ふ
今
猶
韓
国
住
居
）
夫
か
ら
私
の
知
人
計
り
で
も
六
七

人
の
師
匠
が
往
つ
て
居
ま
す
。

　

当
時
は
義
太
夫
が
朝
鮮
で
流
行
し
て
い
て
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
人
が

師
匠
と
し
て
朝
鮮
に
来
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
に
も
っ
と
も
早

く
渡
っ
た
豊
竹
八
重
太
夫
は
、
朝
鮮
で
は
「
大
掾
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と

さ
れ
る
。「
大
掾
」
と
は
、
も
と
は
浄
瑠
璃
太
夫
が
受
領
し
て
名
乗
る
名

誉
称
号
を
意
味
す
る
も
の
で
、
八
重
太
夫
が
朝
鮮
で
義
太
夫
の
師
匠
と
し

て
非
常
に
貴
重
な
存
在
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

豊
竹
八
重
太
夫
に
つ
い
て
、
豊
竹
小
靭
太
夫
は
、
文
楽
研
究
家
の
鴻
池
幸

武
宛
て
の
書
簡
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

八
重
太
夫
／
是
モ
八
代
目
マ
デ
継
デ
ヲ
リ
マ
ス
／
橘
太
夫
改
八
代
目

竹
本
八
重
太
夫
／
此
ノ
人
ハ
早
ク
カ
ラ
朝
鮮
へ
稽
古
ニ
／
渡
ツ
テ
居

マ
シ
タ
／
朝
鮮
ノ
大
掾
サ
ン
ノ
様
ニ
申
サ
レ
テ
イ
マ
シ
タ
／
余
上
手

デ
ハ
有
リ
マ
セ
ン
／
／（

（
（

　

豊
竹
八
重
太
夫
は
、
朝
鮮
で
は
重
宝
さ
れ
義
太
夫
の
稽
古
を
行
い
活
躍

し
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
優
れ
た
太
夫
と
し
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

義
太
夫
の
流
行
は
首
都
の
京
城
だ
け
で
は
な
く
地
方
都
市
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
以
下
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。

・
其
頃
仁
川
に
は
、
義
太
夫
が
大
流
行
で
、
大
阪
よ
り
豊
澤
団
三
郎

が
師
匠
と
し
て
往
つ
て
居
り
ま
し
た
。
又
女
義
太
夫
妻
鶴
と
い
ふ
師

匠
も
あ
り
ま
し
て
、
團
三
郎
の
方
は
杉
の
木
会
、
妻
鶴
の
方
は
矯
風

会
、
双
方
と
も
銀
行
、
取
引
所
杯
（
な
ど
）
の
立
派
な
御
連
中
計
り

で
し
た
。

・
或
日
仁
川
大
草
旅
館
で
双
方
合
併
で
大
会
を
催
さ
れ
ま
し
た
。（
中

略
）
京
城
の
方
で
は
、
光
玉
と
云
ふ
女
太
夫
が
師
匠
で
是
も
京
城
の

紳
士
連
中
計
り

　

仁
川
に
お
い
て
も
義
太
夫
が
大
流
行
し
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
仁

川
は
一
八
八
三
年
に
開
港
し
た
港
湾
都
市
で
、
清
や
日
本
な
ど
各
国
の
租

界
地
が
設
置
さ
れ
た
外
国
人
居
住
地
域
で
あ
っ
た
。
日
韓
併
合
か
ら
四
年

後
の
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
京
城
の
日
本
人
人
口
は
五
万
九
千
人

に
達
し
て
い
た
が
、叶
太
夫
が
朝
鮮
を
訪
れ
た
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）

年
の
京
城
の
日
本
人
の
人
口
は
二
四
九
〇
名
で
あ
り（

（
（

、
仁
川
の
そ
れ
は



─ 79 ─

四
六
二
八
名（

（
（

で
、
こ
の
時
期
は
京
城
よ
り
仁
川
の
方
が
日
本
人
が
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
仁
川
で
も
す
で
に
義
太

夫
が
流
行
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
三
味
線
方
、
女
義
太
夫
の
師
匠
も
こ
の

時
期
に
朝
鮮
に
渡
り
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
地
の
義
太
夫

人
気
に
つ
い
て
叶
太
夫
は
、「
最
も
其
頃
は
先
づ
玉
で
も
突
く
か
、
浄
瑠

璃
の
稽
古
で
も
せ
ね
ば
、
外
に
遊
び
や
う
の
な
い
所
で
し
た
。」
と
、
当

時
の
植
民
地
朝
鮮
に
娯
楽
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
と
見
て
い
た
。

　

叶
太
夫
は
こ
の
文
の
な
か
で
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
を
「
立
派
な
御
連
中

計
り
」「
紳
士
連
中
計
り
」
と
し
て
い
る
。
当
時
の
義
太
夫
同
好
会
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
い
た
の
か
は
、『
京
城
繁
昌
記
』
や
『
朝

鮮
新
聞
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、『
京
城
繁
昌
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
物
の
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

次
に
義
太
夫
界
に
在
つ
て
は
高
橋
弁
護
士
、
一
ノ
瀬
南
大
門
駅
長
、

巴
城
館
若
主
人
、
山
田
幸
七
、
安
東
静
、
大
村
百
蔵
な
ど
天
狗
連
で

あ
る
が
皆
登
連
な
る
も
の
あ
り（

（
（

　

高
橋
弁
護
士
と
は
高
橋
章
之
助
の
こ
と
で
『
宗
家
と
朝
鮮
』
の
著
者
で

あ
る
。
一
ノ
瀬
武
内
南
大
門
駅
長
の
ほ
か
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
物
の
名

が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
巴
城
館
若
主
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
巴
城

館
は
京
城
の
忠
武
路
に
あ
っ
た
旅
館
で
明
成
皇
后
弑
害
事
件
の
謀
議
が
行

わ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
こ
こ
は
松
本
卯
一
（
一
八
五
五-

？
）
が

一
八
九
五
年
か
ら
経
営
し
て
お
り
、「
若
主
人
」
と
は
京
城
美
術
倶
楽
部

監
査
で
卯
一
の
長
男
の
民
介
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
田
幸
七
は
朝

鮮
天
然
氷
株
式
会
社
の
設
立
者
、
安
藤
静
は
朝
鮮
総
督
府
官
房
参
次
官
と

し
て
勤
務
し
、
一
九
一
四
年
に
は
京
城
通
信
社
社
長
を
務
め
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
大
村
百
蔵
は 

朝
鮮
鉄
道
協
会
幹
事
で
あ
る
。
叶
太
夫
の
言
う

よ
う
に
「
立
派
な
御
連
中
」
が
天
狗
連
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

一
方
、
大
阪
か
ら
の
文
楽
招
聘
公
演
に
関
す
る
『
朝
鮮
新
聞
』
の
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
八
月
二
十
七
日
付
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
人
物
が

登
場
す
る
。

文
楽
の
一
行
近
く
京
城
に
公
演
決
定
す　

京
城
浄
瑠
璃
界
の
志
岐
信

太
郎
、
後
藤
虎
雄
、
大
村
百
蔵
、
高
橋
章
之
助
、
土
井
伊
右
衛
門
、

松
本
民
介
、
樋
口
賢
三
郎
等
の
諸
氏
が
肝
煎
と
な
り
大
阪
文
楽
座
の

一
行
、
竹
本
越
名
太
夫
、
野
澤
吉
房
、
野
澤
勝
平
氏
ら
を
招
聘
し
、

久
方
振
り
に
人
形
浄
瑠
璃
公
開
の
計
画
進
捗
し
越
名
太
夫
以
下
の
一

行
は
二
十
五
日
入
京
し（

（1
（

　
『
京
城
繁
昌
記
』
に
登
場
す
る
人
物
と
重
複
す
る
人
物
も
い
る
が
、
そ

の
ほ
か
の
志
岐
信
太
郎
は
京
城
の
朝
鮮
天
然
氷
倉
庫
株
式
会
社
社
長
、
後

藤
虎
雄
は
京
城
窯
業
取
締
役
を
努
め
て
お
り
、
土
井
伊
右
衛
門
は
株
式
会

社
大
二
商
会
常
務
理
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
界
の
名
士
が
同
好
会

（
連
）
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

叶
太
夫
の
「
朝
鮮
と
義
太
夫
」
の
記
事
か
ら
、
一
九
〇
〇
年
代
の
初
頭

に
は
す
で
に
朝
鮮
に
お
い
て
義
太
夫
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
日
本
か
ら

も
師
匠
と
し
て
渡
航
し
て
い
た
こ
と
、
義
太
夫
の
同
好
者
に
は
地
位
の
高

く
、
名
の
知
ら
れ
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
在
朝
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日
本
人
の
義
太
夫
同
好
会
（
素
人
義
太
夫
の
会
）
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
確
認
し
て
い
く
。

３
．
朝
鮮
に
お
け
る
女
義
太
夫
・
義
太
夫
芸
妓

　

早
く
か
ら
朝
鮮
に
渡
っ
た
太
夫
に
は
女
義
太
夫
が
多
数
い
た
。『
京
城

繁
昌
記
』
に
は
素
人
義
太
夫
の
会
（
連
）
が
い
く
つ
も
結
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
番
付
に
掲
載
さ
れ
た
芸
名
に
も
女
性
の
名
が
多

数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

番
付
の
順
次
に
よ
り
芸
名
を
記
せ
ば
登
雀
、
登
初
、
登
圓
、
瑠
璃
登
、

隆
玉
、
多
満
登
、
鳴
門
、
登
、
村
登
、
山
若
、
魚
水
、
喜
久
登
、
紫

扇
、
広
司
、
千
叟
、
澄
登
、
と
あ
つ
て
三
味
線
は
、
多
根
登
、
い
ね

子
、
皆
登
と
い
ふ
顔
触
れ
な
り
。
又
古
参
の
師
匠
と
し
て
奈
良
梅
あ

り
之
れ
に
も
数
十
名
の
門
人
あ
り
と
い
ふ
。

　

古
参
の
師
匠
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
奈
良
梅
は
、
一
九
〇
八
年

に
京
城
に
渡
り
義
太
夫
を
教
え
て
い
た（

（1
（

。『
東
都
芸
苑
女
義
太
夫
名
花
評

判
記
』
に
よ
る
と
、「
容
貌
皎
と
し
て
（
中
略
）
斯
姿
あ
り
斯
芸
あ
り
。

其
真
打
の
位
置
を
占
む
る
こ
と
蓋
し
ま
た
難
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し（

（1
（

」
と
、

容
姿
も
芸
も
優
れ
た
女
義
太
夫
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
女
義
太
夫
芸

評
』
で
も
「
同
丈
は
上
じ
ょ
う

受う

け
と
い
ふ
程
に
は
あ
ら
ね
ど
も
。
さ
り
と
て
簾

の
降
る
と
共
に
、
拍
手
の
音
一
つ
も
な
き
程
に
は
あ
ら
ず
。
音
声
は
固
き

方
に
て
。
ふ
し
の
力
あ
る
調
な
れ
ば
。（
中
略
）
熱
心
に
心
懸
け
な
ば
此

先
き
望
み
多
か
る
べ
し（

（1
（

」
と
、
高
く
も
悪
く
も
な
い
と
い
う
評
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
朝
鮮
に
お
い
て
は
、「
鮮
内
一
人
者
と
し
て
名
あ
る（

（1
（

」、「
半
島

浄
瑠
璃
界
の
耆
宿
で
あ
る
竹
本
奈
良
梅
師
匠
は
京
城
二
十
五
年
斯
界
の
為

に
尽
し
梅
鶯
界
の
名
は
内
地
に
も
鳴
り
響
い
て
ゐ
る（

（1
（

」
と
、
朝
鮮
の
浄
瑠

璃
界
に
お
い
て
は
長
期
間
に
わ
た
り
師
匠
と
し
て
活
躍
し
た
第
一
人
者
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
古
稀
に
は
、
大
々
的
に
記
念
祝
賀
浄
瑠
璃
大
会

が
催
さ
れ
た
り
も
す
る
程
の
人
物
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
奈
良
梅
の
も
と
に
は
、
日
本
か
ら
野
澤
勝
平
が
訪
れ
稽
古
を
し
た

こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。
野
澤
勝
平
は
、
二
代
目
野
沢
喜
左
衛
門
の
こ
と
で
、
大

正
か
ら
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た
浄
瑠
璃
三
味
線
方
で
あ
る（

（1
（

。
野
澤
勝
平
は

大
阪
文
楽
座
の
休
場
を
利
用
し
て
渡
航
し
、
病
気
の
治
療
の
か
た
わ
ら
奈

良
梅
の
も
と
で
三
味
線
を
指
導
し
て
い
た
。
朝
鮮
か
ら
の
招
聘
に
よ
る
も

の
か
は
、
記
事
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
楽
座
の
重
鎮
と
い
わ
れ

る
人
物
が
、
朝
鮮
で
指
導
を
し
た
り
、
公
演
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
も
、
野
澤
勝
平
は
新
義
座
を
結
成
し
て
か
ら
、
京
城
へ
公

演
に
訪
れ
て
い
た
。

　

大
正
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
女
義
太
夫
界
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら

れ
る
竹
本
素
女
（
一
八
八
五-

一
九
六
六
）
も
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
一
人

で
あ
っ
た
。『
素
女
物
語
』
に
は
素
女
が
招
聘
さ
れ
朝
鮮
で
公
演
し
た
こ

と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
一
四
年
に
は
、
朝
鮮
素
義
界
の
招
き
で
、
新
弟
子
の
素
八
、
素

治
を
連
れ
て
朝
鮮
の
旅
に
で
た
。（
中
略
）
総
督
だ
っ
た
斎
藤
実
大

将
か
ら
呼
ば
れ
た
り
、
京
城
劇
場
で
華
や
か
に
五
日
間
も
打
っ
て
、

「
朝
鮮
な
ん
か
、
内
地
と
変
わ
ら
な
い
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら（

（1
（

　

当
時
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
に
は
素
女
の
上
記
の
公
演
に
つ
い
て
の
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記
事
は
見
当
た
ら
ず
、
翌
年
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
「
京
城
有
志

の
懇
望（

（1
（

」
に
よ
り
京
城
劇
場
で
三
日
間
公
演
を
行
っ
た
こ
と
が
新
聞
記
事

と
な
っ
て
い
る
。『
朝
鮮
新
聞
』大
正
十
五
年
七
月
十
七
日
付
の
記
事
に
は
、

写
真
付
き
で
素
女
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

義
太
夫
界
の
巨
星
竹
本
素
女
来
る
愈
々
十
八
日
か
ら
京
劇
に
開
演
す

る
浄
瑠
璃
会
の
呂
昇
と
並
称
さ
れ
る
竹
本
素
女
太
夫
は
（
中
略
）
内

地
の
浄
瑠
璃
界
で
は
異
数
と
し
て
杉
山
茂
丸
氏
を
初
め
官
民
有
力
者

か
ら
其
至
芸
を
憧
憬
さ
れ
て
ゐ
る
今
回
も
近
江
銀
行
頭
取
下
郷
伝
兵

衛
氏
が
今
回
渡
鮮
に
際
し
特
に
肝
煎
と
な
つ
て
竹
本
素
女
一
行
も
渡

鮮
過
般
入
京
し
総
督
官
邸
に
於
て
は
斉
藤
総
督
同
夫
人
湯
浅
政
務
総

監
婦
人
其
他
を
感
動
せ
し
め
た

　

呂
昇
（
一
八
七
四-

一
九
三
〇
）
が
大
阪
の
女
義
太
夫
と
し
て
有
名
な

の
に
対
し
、
素
女
は
東
京
の
女
義
太
夫
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
呂
昇

は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
引
退
し
て
お
り
、
素
女
は
「
呂
昇
引
退

の
今
日
は
女
義
太
夫
界
の
第
一
人
者
と
し
て
人
気
を
背
負
っ
て
居
る（

（2
（

。」

と
さ
れ
て
い
た
。
京
城
で
は
「
久
方
振
り
の
女
義
一
行
で
は
あ
り
然
も
斯

界
の
花
形（

（2
（

」
で
あ
る
素
女
の
至
芸
を
聞
け
る
と
あ
っ
て
、
花
柳
界
を
は
じ

め
前
人
気
が
非
常
に
高
か
っ
た
と
い
う
。

　

記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
素
女
は
杉
山
茂
丸（

（2
（

が
懇
意
に
し
て
い
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
素
女
は
朝
鮮
素
義
会
の
招
聘
で
公
演
を
行
い
、
総
督
の
斎

藤
実
に
も
呼
ば
れ
官
邸
を
訪
れ
て
い
た
。
こ
の
朝
鮮
訪
問
の
仲
介
を
し
た

の
が
近
江
銀
行
頭
取
の
下
郷
伝
兵
衛
で
、
ま
た
日
本
か
ら
の
同
伴
者
に
は

貿
易
商
の
福
島
行
信
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（2
（

、
素
女
は

当
時
の
有
力
者
と
親
交
が
あ
っ
て
朝
鮮
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

朝
鮮
に
お
け
る
女
義
太
夫
に
は
、
多
数
の
女
将
や
芸
妓
が
い
た
。
京
城

に
は
「
常
盤
会
」
と
い
う
素
人
女
義
太
夫
会
が
組
織
さ
れ
、
初
め
て
の
公

演
が
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
開
催
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
「
常
盤
会
」
は
、

「
千
歳
、
花
仙
、
大
黒
、
喜
代
仲
、
清
進
楼
な
ど
が
世
話
役
で
京
城
府
内

女
流
の
太
棹
連
を
網
羅
」
し
た
「
京
城
一
流
料
亭
の
女
将
た
ち
を
中
心
」

と
し
た
婦
人
連
で
、
夏
が
れ
時
に
景
気
を
つ
け
よ
う
と
、
素
人
義
太
夫
の

会
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（2
（

。

　

義
太
夫
を
嗜
む
京
城
の
芸
妓
た
ち
は
、「
や
よ
い
会
」
と
い
う
会
を
組

織
し
て
い
た
。
こ
の
会
は
、
京
城
の
本
券
、
新
券
両
券
の
芸
妓
十
名
が
竹

本
祖
太
夫
師
を
会
長
と
し
て
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
三
月
に
組
織
し
た

も
の
で（

（2
（

、定
期
的
に
大
会
も
催
し
て
い
た（

（2
（

。
彼
女
た
ち
は
「
芸
妓
義
太
夫
」

ま
た
は
「
義
太
芸
妓（

（2
（

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
芸
妓
た
ち
が
朝
鮮
に

お
け
る
素
人
義
太
夫
界
に
お
い
て
多
数
を
占
め
て
い
た
。

　

芸
妓
の
義
太
夫
大
会
は
、
京
城
だ
け
で
な
く
、
仁
川
や
釜
山
、
馬
山
、

鎮
海
、
春
川
な
ど
の
地
方
都
市
で
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
新
聞
に

関
連
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、『
朝

鮮
新
聞
』
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
七
月
十
七
日
付
の
「
京
城
龍
盛
会
の

美
妓
娘
子
軍
仁
川
に
遠
征
浄
瑠
璃
大
会
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。「
三
味

は
京
城
唯
一
と
誇
る（

（2
（

」
と
さ
れ
て
い
た
三
味
線
の
師
匠
豊
澤
龍
糸
は
龍
盛

会
と
い
う
芸
妓
義
太
夫
会
を
率
い
て
お
り
、
斯
界
で
は
有
名
だ
っ
た
。
こ

の
大
会
は
、
朝
鮮
新
聞
社
仁
川
支
社
仁
川
倶
楽
摩
会
、
仁
川
芸
妓
券
番
等
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の
同
好
者
な
ど
の
後
援
に
よ
っ
て
、
京
城
か
ら
仁
川
に
遠
征
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
出
演
す
る
芸
妓
の
中
に
は
十
一
才
の
土
井
絹
枝
が

「
三
勝
半
七
酒
屋
の
段
」
を
語
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て

お
り
、
噂
の
義
太
夫
芸
妓
た
ち
を
見
よ
う
と
非
常
に
注
目
を
浴
び
た
催
し

物
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

植
民
地
朝
鮮
に
滞
在
し
て
い
た
芸
妓
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
を
身
に
つ
け

て
い
た
が
、
義
太
夫
に
つ
い
て
は
や
よ
い
会
を
組
織
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
に

も
出
演
し
た
り
す
る
な
ど（

（3
（

、
力
を
入
れ
て
い
た
芸
能
分
野
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
芸
妓
を
引
退
す
る
際
に
は
「
隠
退
披
露
の
素
人
義
太
夫
大
会
」
が
催

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
流
行
っ
て
い
た
義
太
夫
が
、
大
正
の
頃
は
そ
の
人
気
が
衰

え（
（3
（

、
日
本
へ
帰
国
す
る
師
匠
が
出
て
き
た
。『
朝
鮮
時
報
』
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
八
月
一
三
日
の
記
事
に
は
、
女
義
太
夫
の
越
之
助
の
帰

国
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

釜
山
素
義
界
の
一
権
威
を
失
ふ
越
之
助
の
引
揚
げ　

竹
本
広
八
帰
阪

後
独
り
当
地
に
踏
み
止
り
て
浄
瑠
璃
と
三
味
を
教
へ
つ
つ
一
時
は
多

数
の
弟
子
も
有
り
て
（
中
略
）
近
来
稽
古
に
通
ふ
も
の
余
り
多
か
ら

ず
斯
く
て
は
当
地
に
居
る
も
詮
な
き
事
と
決
心
せ
し
と
か
に
て
近
日

大
阪
に
引
き
上
る
由
な
る
が
（
中
略
）
兎
に
角
百
名
近
き
義
太
夫
を

有
す
る
釜
山
と
し
て
は
寔
に
遺
憾
な
り

　

長
年
釜
山
の
素
人
義
太
夫
界
に
お
い
て
師
匠
を
努
め
て
き
た
女
義
太
夫

の
竹
本
広
八
と
竹
本
越
之
助
が
立
て
続
け
に
帰
国
し
た
。
稽
古
を
す
る
者

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
越
之
助
は
釜
山
素
義
会

長
も
努
め
て
お
り
、「
日
本
女
三
太
夫
の
一
人（

（3
（

」「
大
阪
浄
瑠
璃
会
の
大
看

板（
（3
（

」
と
高
い
評
価
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
越
之
助
と
広
八
は
、「
釜
山

に
於
け
る
素
人
浄
瑠
璃
界
は
越
之
助
、
広
八
の
両
女
師
匠
を
東
西
の
大
関

と
し
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
お
互
い
は
反

目
し
合
う
仲
で
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る（

（3
（

。
広
八
は
研
鑚
を
理
由
に（

（3
（

大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
十
月
に
帰
阪
し
て
い
た（

（3
（

。
一
方
の
越
之
助
は
、
帰
阪
し

て
か
ら
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
一
時
期
釜
山
に
戻
り
稽
古
を
再

開
し
て
い
た（

（3
（

。
そ
の
後
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
月
に
再
び
釜
山
に

戻
る
が（

（3
（

、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
、
十
四
年
間
釜
山
素
義
界
の
指

導
に
尽
力
し
て
釜
山
を
離
れ
た（

（3
（

。

　
『
釜
山
日
報
』
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
二
月
二
日
の
記
事
に
は
、
東

亜
煙
草
会
社
釜
山
販
売
所
主
催
で
実
施
さ
れ
た
釜
山
素
人
浄
瑠
璃
及
び
券

番
芸
妓
の
人
気
投
票
の
得
点
結
果
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
気
投

票
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
素
人
義
太
夫
と
芸
妓
の
二
つ
に
対
し
て
の
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
気
投
票
は
、
釜
山
日
報
で

も
行
わ
れ
て
い
た
。
十
周
年
を
記
念
し
、
南
鮮
五
道（

（4
（

を
対
象
に
素
義
百
傑
、

人
気
百
美
人
を
選
定
し
た
。
素
人
義
太
夫
の
方
は
、
高
得
点
者
よ
り
百
人

を
選
び
「
素
義
百
傑
」
と
し
て
番
付
を
作
成
し
て
新
聞
紙
上
に
掲
載
し
、

十
等
ま
で
の
当
選
者
に
浄
瑠
璃
会
に
出
演
す
る
資
格
が
与
え
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る（

（4
（

。
投
票
に
つ
い
て
は
締
切
ま
で
の
一
ヶ
月
半
の
間
、
中
間
発
表
だ

け
で
な
く
、
中
間
の
得
点
の
様
子
が
「
人
気
投
票
界
戦
況
」「
素
義
戦
は

尚
ほ
偵
察
戦
」「
果
た
し
て
梅
歌
軍
捲
土
重
来
」
な
ど
、
あ
た
か
も
戦
況

中
継
の
よ
う
に
連
日
伝
え
ら
れ
る
報
道
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
気
投
票



─ 83 ─

は
二
ヶ
月
に
渡
り
巷
を
賑
わ
せ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
朝

鮮
の
日
本
人
社
会
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
の
人
気
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
て

興
味
深
い
。４

．
朝
鮮
に
お
け
る
義
太
夫
同
好
者
の
活
動

①
素
人
義
太
夫
の
同
好
会
・
素
義
連
合
協
会
を
組
織

　

朝
鮮
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
同
好
会
に
は
、
上
記
で
触
れ
た
天
狗
連
、

皆
登
連
、
常
盤
連
、
や
よ
い
会
な
ど
多
数
の
会
が
あ
っ
た
。
釜
山
に
お
い

て
も
、
釜
山
女
義
太
夫
連
の
ほ
か
、「
文
楽
会（

（4
（

」
が
、
鎮
海
で
は
「
鎮
海

天
狗
倶
楽
部（

（4
（

」
な
ど
が
組
織
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
方
に
複
数
の
会
（
連
）

が
存
在
し
て
い
た
。

　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
各
同
好
会
が
地
域
ご
と
に

ま
と
ま
っ
た
連
合
会
が
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
京
城
日
報
』
に
は
、

京
城
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
の
連
合
会
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
「
斯
界
の

一
革
命
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
京
城
素
義
連
合
会
は
、「
年
々
衰
頽

の
傾
向
に
あ
る
斯
藝
の
振
興
と
向
上
を
主
眼
と
し
、
従
来
こ
れ
の
発
展
を

阻
害
し
つ
つ
あ
る
幾
多
因
習
的
情
弊
を
除
去
し
て
同
好
者
相
互
の
親
睦
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
発
会
さ
れ
た
。
年
一
回
大
会
を
開
き
、
大
阪
か
ら

招
い
た
「
権
威
あ
る
批
評
家
」
に
よ
る
採
点
を
も
と
に
順
位
を
定
め
、
会

員
各
自
の
発
奮
を
促
す
計
画
で
あ
っ
た
。
娯
楽
の
同
好
会
と
し
て
連
合
会

な
る
も
の
が
作
ら
れ
た
の
は
異
例
の
こ
と
で
、「
単
な
る
素
義
の
娯
楽
的

演
技
に
斯
る
組
織
的
の
集
団
が
出
来
た
こ
と
は
殆
ど
未
曾
有
の
こ
と
で
あ

り
稀
に
見
る
大
規
模
な
計
画
」
と
さ
れ
て
い
た
。

②
温
習
会
・
月
並
会
・
素
義
大
会
の
開
催

　

在
朝
日
本
人
の
義
太
夫
同
好
者
は
、
会
を
組
織
し
て
日
本
か
ら
師
匠
を

招
聘
し
稽
古
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
稽
古
で
修
業
し
た
結
果
を
披
露
す
る

温
習
会
や
月
並
会（

（4
（

、
ま
た
、
定
期
的
に
、
地
域
毎
あ
る
い
は
京
城
以
外
の

地
方
都
市
の
素
義
会
と
と
も
に
連
合
の
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
多
様
な
活

動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

　

温
習
会
は
規
模
に
よ
っ
て
、
個
人
宅
あ
る
い
は
会
館
・
劇
場
で
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。
温
習
会
は
新
聞
紙
面
に
開
催
案
内
だ
け
で
な
く
、

感
想
評
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
鎮
海
の
天
保

座
で
行
わ
れ
た
寿
連
の
義
太
夫
温
習
会
に
つ
い
て
は
、「
妹
背
山
四
段
竹

に
雀
ア
ン
ナ
恨
の
声
を
出
し
て
は
桟
敷
に
居
た
細
君
が
御
可
哀
さ
う
だ
と

は
口
の
悪
い
連
中
の
悪
口
玉
藻
前
三
段
目
道
春
館
の
段
（
中
略
）
只
浚
渫

船
の
汽
笛
の
様
な
声
丈
け
出
ね
ば
と
は
御
贔
屓
の
陰
口（

（4
（

」
な
ど
と
、
露
骨

に
厳
し
い
評
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

地
域
別
の
浄
瑠
璃
大
会
と
し
て
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月

十
一
日
よ
り
五
日
間
、
釜
山
弁
天
座
で
釜
山
素
義
連
合
会
が
開
か
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
同
月
六
日
に
発
会
し
た
「
文
楽
会
」
に
刺
激
さ
れ
連
合
大
会

の
開
催
が
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
文
楽
会
」
は
、
釜
山
商
業
会
議

所
評
議
員
に
釜
山
素
義
界
の
八
名
が
当
選
し
た
こ
と
か
ら
懇
親
を
兼
ね
た

会
を
設
け
、
大
阪
文
楽
座
に
因
ん
で
命
名
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
釜
山
素

義
連
合
会
各
部
屋
か
ら
の
出
演
者
も
非
常
に
多
く
、
納
涼
が
て
ら
の
聴
者

も
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
近
年
稀
な
る
盛
況
を
呈
す
だ
ろ
う
と
期
待
さ

れ
て
い
た（

（4
（

。
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朝
鮮
全
地
域
の
素
人
義
太
夫
大
会
に
つ
い
て
は
、『
京
城
日
報
』
大
正

十
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
十
九
日
付
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。
京
城

の
奈
良
梅
、
彌
国
、
広
司
、
清
鳳
の
各
会
を
中
心
と
し
て
半
島
趣
味
大
観

社
が
主
催
し
た
大
会
が
京
城
で
四
月
三
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
、
五
十
名
程
度
が
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
で
は
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
や
評
を
新
聞
に
掲
載
し

た
り
、
番
付
も
公
表
し
て
い
た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
六
月
、
京
城

素
義
連
合
会
は
大
阪
か
ら
審
査
員
と
し
て
「
斯
界
の
権
威
」
で
あ
る
南
方

松
若
氏
を
招
き
、
浪
花
館
で
「
第
一
回
全
鮮
素
義
審
査
採
点
大
会
」
を
三

日
間
開
催
し
、
そ
の
結
果
を
『
朝
鮮
新
聞
』
六
月
九
日
付
の
紙
面
に
掲
載

し
て
い
た（

（5
（

。
そ
の
後
も
「
全
鮮
素
義
審
査
大
会
」
は
毎
年
六
月
お
よ
び
七

月
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

前
述
の
大
正
十
四
年
の
大
会
の
よ
う
に
全
鮮
素
義
大
会
は
雑
誌
出
版
社

が
主
催
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
は
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
て
い

た
浄
瑠
璃
雑
誌
『
浄
瑠
璃
世
界
』
の
出
版
社
で
あ
る
、
浄
瑠
璃
世
界
社
釜

山
支
局
が
主
催
、
そ
し
て
釜
山
日
報
社
が
後
援
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た（

（5
（

。

企
画
の
主
旨
は
、
現
在
浄
瑠
璃
は
素
人
の
全
盛
期
で
あ
り
、「
益
々
普
及

を
計
り
た
く
、
且
つ
又
思
想
の
悪
化
し
つ
ゝ
あ
る
今
日
、
我
国
特
有
の
仁

義
忠
孝
の
道
を
鼓
吹
」
し
、「
斯
道
の
発
展
、
技
術
の
向
上
、
同
好
者
間

の
親
睦
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
は
釜
山
在
住
の
素

義
界
の
面
々
が
有
志
と
協
議
し
「
内
地
」
と
「
在
満
同
好
者
の
応
援
」
を

得
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
『
浄
瑠
璃
世
界
』
二
七
〇
号
（
大

正
十
四
年
十
二
月
）
に
は
、「
全
鮮
素
義
競
技
大
会
」
が
翌
年
の
三
月
一

日
か
ら
開
催
予
定
で
目
下
交
渉
中
で
あ
る
と
の
「
特
別
広
告
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
施
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
開
催

予
定
期
間
中
の
『
釜
山
日
報
』
に
は
、三
月
十
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
第

一
回
内
鮮
連
合
素
人
浄
瑠
璃
大
会
」
に
関
す
る
広
告
や
関
連
記
事
の
み
連

日
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
大
会
は
主
催
が
釜
山
日
報
社
、
後
援
が
浄
瑠

璃
世
界
社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
「
全
鮮
素
義
競
技
大
会
」
で

あ
っ
た
も
の
が
、「
内
地
」
に
ま
で
地
域
を
広
げ
た
「
内
鮮
連
合
素
人
浄

瑠
璃
大
会
」
と
変
更
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
『
浄
瑠
璃
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
に
は
、「
釜
山
太
平
館
」
に
お
い

て
「
三
月
十
七
日
よ
り
五
日
間
」
と
あ
る
が
、『
釜
山
日
報
』
に
よ
る
と
、

実
際
は
釜
山
で
幕
開
け
し
、
大
邱
、
大
田
、
群
山
、
京
城
と
五
つ
の
都
市

を
移
動
し
て
行
わ
れ
た
巡
回
大
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
各
地
素

義
会（
連
）の
重
鎮
の
参
加
や
大
会
に
備
え
た
練
習
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
、「
義

太
界
未
曾
有
の
顔
ぞ
ろ
へ（

（5
（

」
と
、
大
会
の
盛
況
を
予
想
す
る
記
事
も
連
日

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
釜
山
だ
け
で
も
、
一
日
に
九
名
ず
つ
計
四
十
五
名
が

参
加
し
て
お
り
「
半
島
素
義
会
空
前
の
催
し（

（5
（

」
と
さ
れ
た
大
規
模
な
企
画

で
あ
り
、
二
階
の
客
席
ま
で
連
日
満
席
と
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
に
お
け
る
素
人
義
太
夫
大
会
は
、「
内
地
」
だ
け
で

な
く
、「
満
洲
」
ま
で
地
域
を
広
げ
て
も
催
さ
れ
て
い
た
。『
釜
山
日
報
』

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
九
月
十
一
日
の
記
事
に
は
「
鮮
満
素
人
義
太

夫
の
審
査　

義
太
夫
界
の
権
威
竹
本
角
太
夫
、
麻
生
五
福
の
両
師
は
釜
山

を
皮
切
に
鮮
満
素
義
審
査
の
た
め
一
両
日
中
に
来
鮮
す
る
」
と
あ
る
。
こ

の
大
会
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
『
文
楽
』
に
そ
の
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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雑
誌
『
文
楽
』
に
は
、「
内
地
」
だ
け
で
な
く
「
外
地
」
に
お
け
る
素
人

義
太
夫
の
動
向
に
つ
い
て
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
拙
稿（

（5
（

で
も
言
及

し
た
が
、こ
の
昭
和
十
一
年
の
素
義
大
会
に
つ
い
て
は
「
秋
の
大
会
案
内
」

と
し
て
「
●
満
鮮
素
義
大
会　

九
月
十
二
日
よ
り
廿
五
日
迄
釜
山
、
京
城
、

撫
順
、
大
連
に
於
て
開
催　

審
査
竹
本
角
太
夫
、
麻
生
五
福
氏（

（5
（

」
と
掲
載

さ
れ
、
大
会
審
査
の
結
果
は
番
付
と
し
て
雑
誌
に
付
さ
れ
て
い
る
。
満
鮮

素
義
大
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
た
模
様
で
、
各
地
か
ら
一
つ
の
都
市
に
集
合

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
内
鮮
連
合
素
人
浄
瑠
璃
大
会
」
同
様
、

各
都
市
を
巡
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
審
査
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

③
「
内
地
」
か
ら
の
招
聘
公
演
誘
致

　

京
城
素
義
師
匠
連
、
京
城
素
義
連
合
会
な
ど
の
後
援
に
よ
り
、
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
に
竹
本
角
太
夫
の
公
演
が
開
催
さ
れ
た
り
、
京
城
素
義

連
合
協
会
十
周
年
記
念
と
し
て
、
大
阪
文
楽
乙
女
人
形
浄
瑠
璃
大
会
が
催

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
朝
鮮
の
素
義
会
か
ら
の
招
聘
に
よ
り
義
太
夫
・
文

楽
の
公
演
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（5
（

。

　

会
と
し
て
で
は
な
く
、
朝
鮮
在
住
の
有
力
者
個
人
が
大
阪
か
ら
文
楽
座

を
招
聘
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年

十
一
月
二
十
五
日
付
記
事
に
は
、
二
十
八
日
か
ら
四
日
間
、
京
城
演
芸
館

に
て
「
大
阪
文
楽
座
の
人
形
浄
瑠
璃
が
十
三
年
振
り
」
に
公
演
さ
れ
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が（

（5
（

、
こ
の
公
演
は
石
炭
・
鉱
物
貿
易
商
の
三
国
商
会

店
主
の
土
井
誠
一
氏（

（6
（

が
創
立
二
十
周
年
記
念
謝
恩
奉
仕
と
し
て
企
画
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
文
楽
座
の
文
字
太
夫
や
源
路
太
夫
な
ど
が
出
演
し
た
こ

の
公
演
は
、
入
場
で
き
な
い
観
客
が
多
数
出
た
ほ
ど
非
常
に
盛
況
で
あ
っ

た
と
い
う（

（6
（

。
新
聞
記
事
に
も
「
到
底
斯
か
る
大
物
を
呼
ぶ
事
の
出
来
ぬ
事

情
に
あ
つ
た
の
を
土
井
氏
の
力（

（6
（

」
で
上
演
に
至
っ
た
と
、
公
演
開
催
に
向

け
た
三
国
商
会
店
主
土
井
氏
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

　

朝
鮮
に
お
け
る
義
太
夫
同
好
者
は
招
聘
公
演
を
企
画
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
玄
人
と
と
も
に
舞
台
に
上
が
り
共
演
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
朝
鮮

新
聞
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
一
月
十
八
日
の
記
事
に
は
、「
大

人
気
の
人
形
浄
瑠
璃
」
と
題
し
、
京
城
劇
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
「
上

村
六
之
丞
一
座
」
の
公
演
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

竹
本
奈
良
梅
の
源
蔵
出
立
は
十
八
番
も
の
と
て
立
派
な
出
来　

人
形

も
源
蔵
源
左
衛
門
お
次
と
呼
吸
が
合
つ
て
立
派　

豊
竹
三
駒
太
夫
の

秀
衡
佐
藤
館
の
段
も
良
い
豊
竹
新
呂
昇
の
玉
藻
前
三
段
目
は
流
石
に

聴
衆
を
魅
了
し
て
ゐ
た
上
に
舞
台
は
上
村
六
之
丞
の
鮮
や
か
な
人
形

愁
嘆
場
に
ス
ツ
カ
リ
観
衆
を
泣
か
せ
て
ゐ
た

　

先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
奈
良
梅
は
京
城
に
お
い
て
義
太
夫
の
師
匠

と
し
て
長
い
期
間
活
躍
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
公
演
で
は
彼
女
の

得
意
な
「
赤
垣
源
蔵
出
立
の
段
」
を
語
り
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大

阪
か
ら
訪
れ
た
豊
竹
三
駒
太
夫
と
豊
竹
新
呂
昇
、
朝
鮮
の
素
義
界
か
ら
奈

良
梅
の
ほ
か
、
竹
本
祖
太
夫
が
「
お
染
久
松
野
崎
村
の
段
」
を
、
竹
本
梅

若
が
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
の
寺
子
屋
の
段
」
を
語
り（

（6
（

、観
客
の
呼
物
に
な
っ

た
と
い
う
。
上
村
六
之
丞
は
、「
伊
予
源
之
丞
」
と
い
う
淡
路
か
ら
愛
媛

三
津
浜
地
区
に
伝
わ
っ
た
人
形
芝
居
の
人
形
遣
い
で
あ
っ
た
。
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人
形
遣
い
は
「
乙
女
人
形
」
と
い
う
女
性
人
形
遣
い
の
吉
田
光
子
一
座

が
朝
鮮
に
公
演
に
訪
れ
て
い
た
（
昭
和
十
一
年
五
月
・
十
一
月
）。
大
阪

文
楽
座
か
ら
太
夫
や
三
味
線
は
招
待
し
て
も
、
文
楽
座
の
人
形
遣
い
ま
で

揃
っ
た
形
の
文
楽
公
演
は
非
常
に
稀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、

「
幻
燈
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年
刊
行
さ
れ
た
釜
山
を
紹
介
す
る
本
で
あ
る
『
釜
山
港
勢
一
班（

（6
（

』
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
釜
山
の
娯
楽
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

劇
場
ハ
二
ヶ
所
ア
リ
テ
周
年
諸
興
行
絶
タ
ズ
近
時
ハ
居
留
地
外
ニ
モ

仮
劇
場
ヲ
作
リ
テ
観
覧
ニ
供
ス
ル
ニ
至
ル
然
リ
ト
雖
モ
多
ク
ハ
下
層

社
会
ノ
娯
楽
ニ
シ
テ
一
般
ノ
観
覧
ニ
供
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
／
浄
瑠
璃
、

謡
曲
等
モ
一
部
社
会
ニ
流
行
ス
／
左
ニ
三
拾
七
年
ニ
於
ケ
ル
諸
興
行

表
ヲ
掲
ケ
ン
／
諸
興
行
（
中
略
）
源
氏
節
演
劇　

五　

祭
文
浄
瑠
璃　

四
九　

浄
瑠
璃
幻
燈　
　

一
五

　

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
行
わ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
興
行
の

な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
浄
瑠
璃
幻
燈
」
が
十
五
回
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
浄
瑠
璃
幻
燈
は
、
浄
瑠
璃
の
語
り
に
合
わ
せ
て
幻
燈
機
を
使
っ
て

物
語
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
形
の
上
演
の
こ
と
で
あ
る（

（6
（

。
人
形
浄
瑠

璃
と
し
て
の
上
演
が
か
な
わ
な
い
状
況
下
で
、
幻
燈
を
用
い
た
公
演
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

④
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
出
演

　

京
城
中
央
放
送
局
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
二
月
十
六
日
に
本
放
送

が
開
始
さ
れ（

（6
（

、
初
期
は
昼
間
と
夕
方
六
時
以
降
に
演
芸
・
音
楽
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
本
放
送
二
日
目
に
は
「
連
合
浄
瑠
璃
」
と
題

し
て
、『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
が
放
送
さ
れ
た
。
太
夫
に
は
、
志

岐
紫
扇
、
後
藤
楓
江
、
樋
口
吉
彌
、
野
澤
吉
之
助
が
、
は
や
し
に
は
新
吉

豊
芸
妓
連
、
三
味
線
に
竹
本
奈
良
梅
な
ど
、
京
城
の
素
義
界
で
活
躍
し
て

い
る
面
々
が
出
演
し
て
い
た
。

　

同
年
十
二
月
二
十
二
日
夕
方
に
は
、
太
夫
高
田
二
光
、
三
味
線
鶴
澤
清

風
に
よ
る
義
太
夫
『
一
谷
嫩
軍
記
』
の
須
磨
の
浦
の
段
が
放
送
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
素
人
義
太
夫
の
高
田
二
光
氏
が
京
城
中
央
放
送
局
の
依
頼

を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（6
（

。
ま
た
、
昭
和
十
年
に
開
局
し
た
釜

山
放
送
局
で
は
、
慶
北
道
会
副
議
長
の
中
谷
三
郎
氏
が
得
意
の
義
太
夫
を

放
送
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
『
釜
山
日
報
』
の
記
事
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る（

（6
（

。
日
本
か
ら
の
中
継
や
玄
人
の
義
太
夫
の
出
演
も
あ
る
が
、

そ
の
他
の
場
合
は
当
地
の
素
人
義
太
夫
が
ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

⑤
素
人
義
太
夫
大
会
開
催
の
意
図

　

素
人
義
太
夫
大
会
は
、
納
涼
、
忘
年
、
歓
迎
、
古
稀
、
追
善
、
送
別
、

お
披
露
目
、
お
名
残
、
近
松
二
百
年
記
念
な
ど
様
々
な
理
由
で
大
会
が
企

画
さ
れ
た
。
一
方
、
同
好
者
同
士
の
内
輪
向
け
の
催
し
ば
か
り
で
は
な
く
、

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
九
月
に
は
、
全
州
倶
楽
部
が
「
市
民
慰
安
」

を
目
的
に
浄
瑠
璃
大
会
を
催
す
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た（

（6
（

。

　

先
述
の
三
国
商
会
主
催
の
公
演
で
は
、
上
演
に
際
し
「
第
一
、
第
二
、

女
子
実
業
、
女
子
技
芸
等
の
各
女
学
生
約
二
千
名
に
対
し
初
日
二
日
目
の
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両
日
昼
間
総
見
」
と
、
女
学
生
の
総
見
を
企
画
し
て
い
た
。
初
日
二
日
目

の
演
目
は
「
寺
子
屋
」
と
『
壺
坂
霊
験
記
』
で
、「
前
者
に
よ
っ
て
忠
義

者
で
貞
節
を
鼓
吹
す
る
」
と
し
て
お
り
、
各
学
校
に
は
予
め
出
し
物
に
つ

い
て
担
任
教
師
が
解
説
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
義
太
夫
を
女

学
生
へ
の
教
育
へ
用
い
る
と
い
う
意
見
は
、
雑
誌
『
文
楽
』
の
主
幹
、
吉

哉
が
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
発
行
の
『
文
楽
』
第
十
八
号
に
お
い
て

主
張
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た（

（7
（

。
昭
和
十
年
に
発
会
し
た
大
日
本
浄
曲
協
会

も
、
女
学
校
を
対
象
に
人
形
浄
瑠
璃
を
無
償
で
公
演
し
、
情
操
教
育
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（7
（

。
昭
和
十
年
頃
、
内
地
で
は
頻

り
に
義
太
夫
（
人
形
浄
瑠
璃
）
の
女
学
生
情
操
教
育
へ
の
有
用
性
が
語
ら

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
朝
鮮
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

そ
の
他
の
目
的
と
し
て
は
、「
戦
捷
祝
賀（

（7
（

」、「
日
本
精
神
」
の
昂
揚
や
「
芸

術
報
国
」
を
掲
げ
た
会
も
あ
っ
た
。『
朝
鮮
新
聞
』（
中
部
版
）
の
昭
和

十
一
（
一
九
三
六
）
年
十
月
九
日
の
記
事
に
は
、「
仁
川
素
義
会
で
は
（
中

略
）
月
並
会
を
開
き
感
銘
興
味
裡
に
忠
孝
仁
義
の
道
を
研
究
し
趣
味
の
方

面
か
ら
も
日
本
精
神
の
強
化
を
は
か
ら
う
と
言
ふ
の
で
岩
崎
一
声
氏
の
外

多
数
の
有
志
が
出
演
す
る
事
に
な
つ
た
」
と
あ
る
。
豊
澤
仙
左
師
匠
の
指

導
で
仁
川
素
義
会
の
月
並
会
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
会
の
雰
囲
気

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
趣
味
の
分
野
に
お
い
て
も
日
本

精
神
の
強
化
を
図
ろ
う
と
い
う
、
時
局
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
朝
鮮
新
聞
』
の
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
九
月
九
日
の
記

事
に
は
、
次
の
よ
う
に
第
一
回
翼
賛
素
義
審
査
大
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
音
楽
協
会
で
は
健
全
な
る
音
楽
研
磨
に
よ
る
日
本
精
神
の
昂
揚

と
芸
術
報
国
の
た
め
十
九
日
よ
り
三
日
間
府
内
旭
町
一
丁
目
旭
講
堂

に
お
い
て
第
一
回
翼
賛
素
義
審
査
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
初
日
に
は
団
体
儀
礼
に
よ
る
開
会
式
、
最
終
日
に
は
成
績
優
秀

演
者
の
表
彰
式
を
挙
行
、
総
督
章
典
初
め
賞
状
、
賞
品
の
授
与
を
行

ひ
意
義
あ
ら
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　

仁
川
素
義
会
の
月
並
会
と
同
じ
く
、
目
的
に
日
本
精
神
の
昂
揚
、
芸
術

報
国
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
素
人
浄
瑠
璃
大
会
と
は
異
な
り
、

昭
和
十
六
年
に
新
体
制
文
化
の
発
展
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
結
成
さ
れ
た
「
朝
鮮
音
楽
協
会（

（7
（

」
が
主
催
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

優
秀
者
に
は
「
総
督
賞
典
」
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
官
が

関
与
す
る
こ
と
で
単
な
る
素
人
の
娯
楽
と
い
う
意
味
合
い
以
上
の
性
格
を

持
つ
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
京
城
素
義
会
を
聞
い

た
西
洋
画
家
の
八
木
彩
霞
の
感
想
が『
朝
鮮
及
満
州
』（
一
九
三
六
年
九
月
）

に
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。
そ
こ
に
は
、「
朝
鮮
素
義
会
と
し
て
は
大
成
功
で

あ
っ
て
、
幹
部
の
方
々
は
近
く
常
設
館
を
建
設
し
こ
の
国
粋
芸
術
の
発
展

を
計
る
と
共
に
思
想
先
導
の
た
ら
し
め
ん
と
意
気
込
ん
で
居
ら
れ
る
こ
と

は
邦
家
の
為
め
慶
賀
に
堪
へ
な
い
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
素
人
の
同
好
者

に
よ
る
浄
瑠
璃
大
会
が
昭
和
十
年
頃
か
ら
、
次
第
と
国
策
に
沿
う
動
き
を

見
せ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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５
．
お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
い
た
る
間
、
朝
鮮
に
在

住
す
る
日
本
人
に
は
義
太
夫
の
同
好
者
が
多
数
い
て
、
組
織
的
に
娯
楽
・

余
暇
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
首
都
の
京
城
だ
け
で
は
な
く
、

釜
山
、
仁
川
、
馬
山
、
春
川
な
ど
地
方
の
都
市
で
、
京
城
同
様
の
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
「
内
地
」
や
「
満
洲
」
の
素
義
会
と
と
も
に

地
域
を
拡
大
し
た
大
会
な
ど
を
企
画
し
実
施
し
て
い
た
。
芸
の
向
上
、
親

睦
を
目
的
と
し
て
い
た
素
人
義
太
夫
会
は
、
昭
和
十
年
頃
に
な
る
と
、
戦

捷
を
祝
賀
し
た
り
、
日
本
精
神
の
昂
揚
や
、
思
想
先
導
の
手
段
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
変
化
も
見
ら
れ
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
国
策
に

沿
う
べ
く
「
芸
術
報
国
」
運
動
に
同
調
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

娯
楽
が
多
様
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
、
植
民
地
朝
鮮
に
滞
在
す
る

日
本
人
の
間
で
い
か
に
義
太
夫
が
享
受
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
一
面
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
長
期
間
続
い
た
素
人
義
太
夫
の
活
動

を
朝
鮮
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
、
ま
た
関
わ
っ
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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八
九
一

年
（
13
）	

旭
峯
居
士
・
傘
の
台
主
人
、『
女
義
太
夫
芸
評
』
博
盛
堂
、
一
八
九
一
年

（
14
）	『
朝
鮮
時
報
』
大
正
十
二
年
四
月
十
三
日

（
15
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
七
年
五
月
十
五
日

（
16
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
三
年
八
月
十
一
日

（
17
）	

上
田
正
昭
ほ
か
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年

（
18
）	

守
美
雄
、『
素
女
物
語
』、
蒼
林
社
、
一
九
五
四
年
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（
19
）	『
京
城
日
報
』
大
正
十
五
年
七
月
十
七
日

（
20
）	『
京
城
日
報
』
大
正
十
五
年
七
月
十
七
日

（
21
）	『
朝
鮮
新
聞
』
大
正
十
五
年
七
月
十
七
日

（
22
）	

政
治
家
・
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
創
設
や
日
韓
併
合
の
裏
面
で
暗
躍
。
夢

野
久
作
の
父
で
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
著
者
。

（
23
）	『
朝
鮮
新
聞
』
大
正
十
五
年
七
月
十
八
日

（
24
）	『
京
城
日
報
』
昭
和
二
年
八
月
二
十
七
日

（
25
）	『
京
城
日
報
』
昭
和
三
年
六
月
二
十
三
日

（
26
）	『
京
城
日
報
』
昭
和
七
年
三
月
二
十
六
日

（
27
）	『
朝
鮮
新
聞
』（
昭
和
八
年
二
月
二
十
日
）
に
は
、「
や
よ
い
会
」
に
つ
い

て
「
京
城
芸
妓
の
義
太
夫
研
究
団
体
や
よ
ひ
会
の
第
三
回
演
奏
会
は
古
典
芸

術
な
義
太
夫
に
対
し
て
極
め
て
真
面
目
に
精
進
し
つ
ゝ
あ
る
人
々
」
と
し
て

い
る
。

（
28
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
三
年
七
月
八
日
「
新
町
券
番
で
は
今
回
更
に
杉
山
キ

ク
と
い
ふ
義
太
芸
妓
が
現
は
れ
た
キ
ク
は
清
津
元
山
で
義
太
夫
の
師
匠
を
し

て
ゐ
た
も
の
で
新
町
券
へ
な
猿
枝
と
称
し
て
現
は
れ
る
筈
で
七
日
本
町
営
業

署
に
営
業
許
可
願
ひ
を
提
出
し
て
来
た
」
と
あ
り
、
義
太
夫
の
師
匠
で
あ
っ

た
者
が
芸
妓
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
29
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
四
年
七
月
十
七
日

（
30
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
七
年
十
一
月
六
日
ラ
ヂ
オ　

義
太
夫　

碁
太
平
記
白

石
噺　

浄
瑠
璃　

本
券　

花
菊　

同
同　

太
助　

三
味
線　

同　

文
龍
花
菊
、

太
助
、
文
龍
さ
ん
の
三
人
共
本
券
名
う
て
の
大
芸
者
者
何
れ
も
久
し
振
り
の

放
送
で
す
。

（
31
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
七
年
十
一
月
六
日

（
31
）	『
釜
山
日
報
』
昭
和
十
二
年
三
月
五
日
の
記
事
に
は
、
浄
瑠
璃
緑
会
主
の

福
田
安
次
郎
の
思
い
出
話
と
し
て
「
私
が
渡
鮮
し
た
の
は
明
治
三
十
一
年
で

（
中
略
）
三
十
四
、五
年
頃
が
素
義
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
」
と

語
っ
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）	『
京
城
日
報
』
大
正
十
五
年
二
月
三
日

（
33
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
十
四
年
七
月
三
十
日

（
34
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
二
月
三
日

（
35
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
九
月
三
日

（
36
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
九
月
六
日
、『
釜
山
日
報
』
大
正
七
年
一
月
九
日

（
37
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
十
四
年
七
月
三
十
日

（
38
）	『
釜
山
日
報
』
昭
和
三
年
一
月
十
八
日

（
39
）	『
釜
山
日
報
』
昭
和
十
二
年
三
月
十
七
日

（
40
）	

慶
尚
北
道
・
慶
尚
南
道
・
全
羅
北
道
・
全
羅
南
道
・
忠
清
南
道
内
に
在
住

す
る
者
が
応
募
の
資
格
で
あ
っ
た
。『
釜
山
日
報
』
大
正
六
年
四
月
三
日

（
41
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
六
年
四
月
七
日

（
42
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
十
月
二
十
三
日

（
43
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
四
年
一
月
二
十
一
日

（
44
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
五
年
八
月
九
日

（
45
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
七
年
十
二
月
十
一
日
「
素
義
月
並
会　

千
代
太
夫
連

の
お
さ
ら
へ
」、『
朝
鮮
時
報
』大
正
六
年
九
月
二
十
二
日＜

地
方
版＞

大
邱「
素

義
月
並
会
開
催
」
な
ど
。

（
46
）	『
京
城
日
報
』
大
正
十
五
年
六
月
十
八
日
、『
釜
山
日
報
』
大
正
十
五
年
六
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月
十
八
日

（
47
）	『
釜
山
日
報
』（
釜
山
日
報
付
録
「
馬
鎮
日
刊
」）
大
正
四
年
十
一
月

二
十
六
日

（
48
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
七
月
五
日
、『
朝
鮮
時
報
』
大
正
五
年
七
月
六
日

（
49
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
五
年
七
月
十
日

（
50
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
六
年
六
月
五
日
、
九
日

（
51
）	『
浄
瑠
璃
世
界
』
二
七
〇
号
、
大
正
十
四
年
十
二
月

（
52
）	『
浄
瑠
璃
世
界
』
二
七
二
号
（
大
正
十
五
年
十
二
月
）
に
は
、「
三
月
十
七

日
よ
り
五
日
間
」「
後
援
浄
瑠
璃
世
界
社
」
と
あ
る
が
、『
釜
山
日
報
』
大
正

十
五
年
三
月
十
二
日
の
広
告
に
は
、「
十
八
日
よ
り
廿
二
日
ま
で
」「
後
援
内

鮮
連
合
浄
瑠
璃
会
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
大
会
は
一
日
延
期

さ
れ
十
九
日
に
開
始
さ
れ
た
。

（
53
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
十
五
年
三
月
十
六
日

（
54
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
十
五
年
三
月
十
八
日

（
55
）	『
釜
山
日
報
』
大
正
十
五
年
三
月
二
十
一
日
、
三
月
二
十
四
日

（
56
）	『
日
本
学
研
究
』
46
輯
、
檀
国
大
学
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
九
月

（
57
）	『
文
楽
』
第
一
巻
第
二
号
、
文
楽
社
、
一
九
三
六
年
九
月

（
58
）	

韓
京
子
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
文
楽
興
行
」『
日
本
学
研
究
』
第
46
輯
、

檀
国
大
学
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
九
月
、『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
七
年
九

月
二
十
三
日
、『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
月
二
十
三
日

（
59
）	

文
楽
座
の
太
夫
、
三
味
線
が
訪
れ
た
が
、
人
形
遣
い
は
乙
女
人
形
（
乙
女

文
楽
）
が
同
行
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
60
）	『
京
城
繁
昌
記
』
に
南
満
洲
鉄
道
会
社
撫
順
炭
特
約
販
売
所
と
あ
る
。
中

村
資
良
『
朝
鮮
銀
行
會
社
組
合
要
錄
』（
東
亞
經
濟
時
報
社
、
一
九
三
五
年
）

に
よ
る
と
、
代
表
が
土
井
誠
一
で
石
炭
及
び
諸
鉱
物
の
販
売
、
不
動
産
に
関

す
る
一
切
の
事
業
を
経
営
す
る
会
社
と
あ
る
。

（
61
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
六
年
十
一
月
三
十
日

（
62
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日

（
63
）	『
朝
鮮
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
十
六
日

（
64
）	

相
澤
仁
助
編
纂
、
一
九
〇
五
年

（
65
）	

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
の
博
物
誌　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
考
古
学
』
青
弓
社
、
二
〇
一
五
年
、

（
66
）	

徐
在
吉
「JO

D
K

京
城
放
送
局
の
設
立
と
初
期
の
芸
能
放
送
」『
ソ
ウ
ル

学
研
究
』
二
十
七
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
（
韓
国
語
）、『
京
城
日
報
』
昭
和

二
年
二
月
十
六
日

（
67
）	『
京
城
日
報
』
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
「「
義
太
夫
界
で

定
評
の
あ
る
豊
国
生
命
の
高
田
氏
は
廿
二
日
夕
Ｄ
Ｋ
局
の
依
頼
を
受
け
て
得

意
の
義
太
夫
を
放
送
す
る
事
と
な
つ
た
」

（
68
）	『
釜
山
日
報
』
昭
和
十
二
年
三
月
六
日
「
中
谷
氏
の
素
義
放
送
」」

（
69
）	『
朝
鮮
新
聞
』
昭
和
十
四
年
九
月
九
日

（
70
）	「
国
民
精
神
読
本
と
し
て
義
太
夫
正
本
を
推
奨
す
」
と
題
し
た
社
説
の
中

で
「
文
部
当
局
者
は
一
歩
進
め
て
此
義
太
夫
正
本
を
全
国
の
青
少
年
少
女
教

育
の
精
神
修
養
教
材
に
応
用
す
る
勇
気
が
あ
つ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。」
と
主

張
。

（
71
）	

多
田
英
俊
「
思
想
教
育
の
芸
術
鑑
賞
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
─
戦
前
の

女
学
校
向
け
人
形
浄
瑠
璃
公
演
を
中
心
に
─
」『
演
劇
学
論
叢
』
十
五
、
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二
〇
一
六
年
三
月

（
72
）	
拙
稿
（「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
文
楽
興
行
」『
日
本
学
研
究
』
第
46
輯
、

檀
国
大
学
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
で
言
及
し
た
が
、
昭
和

十
三
年
十
一
月
に
、
日
本
軍
が
武
漢
三
鎮
を
陥
落
し
た
こ
と
を
祝
賀
す
る
浄

瑠
璃
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。『
文
楽
』
第
二
十
三
号
、
一
九
三
一
年
一
月

（
73
）	

昭
和
十
六
年
一
月
二
十
五
日
に
結
成
式
。
音
楽
の
健
全
な
発
達
と
音
楽
家

の
質
的
向
上
、
新
体
制
文
化
の
発
展
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
、
音
楽
報
国
に
邁
進
。『
毎
日
新
報
』
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
一
日
、

二
十
六
日
、
昭
和
十
七
年
一
月
二
十
六
日
。

（
74
）	

八
木
彩
霞
「
朝
鮮
に
義
太
夫
を
聴
き
て
」『
朝
鮮
及
満
州
』
三
百
四
十
六
号
、

朝
鮮
及
満
州
社
、
一
九
三
六
年
九
月

（
は
ん
・
ぎ
ょ
ん
じ
ゃ
／
本
学
教
授
）


